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武蔵野市障害者福祉についての実態調査 

―速報版― 

● 調査の目的 

この調査は、令和５年度に改定を予定している武蔵野市障害者計画に反映するとともに、日常生活を送る上

で必要になるサービスを検討する資料として活用するために実施しました。 

 

● 調査設計 

調査対象：令和４年11月１日現在武蔵野市が援護の実施機関である身体障害者手帳・愛の手帳・精神障害者

保健福祉手帳の各手帳所持者と自立支援医療（精神通院）受給者で「つながり」、「こころのつな

がり」送付対象者、及び医療費助成（難病・肝炎・小児慢性）受給者、児童サービス受給者（児

童発達支援・医療型児童発達支援・放課後等デーサービス） 

調査方法：郵送法とインターネット調査の併用（郵送配布－郵送又はWeb回答） 督促１回 

調査期間：令和４年11月22日（火）～12月16日（金） 
 

● 回収結果 

区 分 発送数 
有効回収数 

（うちWeb回答） 

有効回収率 

（Web回答率） 

前回回収率 

身体障害 1,396 902（179） 64.6％（19.8％） 58.1％ 

知的障害 445 294（90） 66.0％（30.6％） 63.4％ 

精神障害 588 320（121） 54.4％（37.8％） 47.1％ 

難病・特定疾患 420 279（96） 66.4％（34.4％） 47.1％ 

児童 151 83（46） 55.0%（55.4％） - 

合計 3,000 1,878（532） 62.6％（28.3％） 55.3％ 

● 回答者について 

○本人による回答は、精神障害者、難病・特定疾患が８割台、身体障害者が7割強となっていますが、知的

障害者、児童では対象者の年齢が若いこともあり１割台と少なく、「宛名の本人の意向を考えながら家族

や支援者などが記入」が６割台となっています。 

● 本人について 

○年齢は、身体障害者では「75歳以上」が５割で高齢層が多く、知的障害者では６歳から29歳の若年層、

精神障害者と難病・特定疾患では50歳から64歳の壮年期にかけて多くなっています。 

＜年齢＞                                    （％） 

  ｎ 
０～ 

５歳 

６～ 

18 歳 

19～ 

29 歳 

30～ 

39 歳 

40～ 

49 歳 

50～ 

64 歳 

65～ 

74 歳 

75 歳 

以上 
無回答 

  全  体 1.878 2.9 7.2 7.1 7.4 11.2 19.3 15.7 28.5 0.7 

身体障害者 902 0.3 1.1 1.8 2.7 7.1 14.3 21.7 50.6 0.4 

知的障害者 294 4.8 25.2 26.2 15.3 16.7 9.5 2.0 0.3 - 

精神障害者 320 - 1.6 9.1 15.3 16.9 38.8 13.1 5.0 0.3 

難病・特定疾患 279 0.4 1.4 3.9 7.5 15.8 29.4 17.9 22.6 1.1 

児童 83 43.4 50.6 -  - - - - - 6.0 

                                 ※網掛けはその各区分で20％以上の数値 


